






要約 

わが国における妊産婦死亡には医学的要因(産科的因子)のほかに,社会的要因の関与の大

きいことが種々の調査から明らかにされた。とくに救急的性格の強い出血,産科ショックな

どが主因となっており,これに対応すべき母児救急システムが未整備であるので,患者の搬

送・受入れ体制などは早急に解決されなければならない問題である。しかし,これらはいづ

れも啓蒙教育とともに社会との関連性が殊のほか強いので,行政・社会の協力が強く望まれ

る所以である。 

以上,昨年度から 2年間で妊産婦死亡の背景が明らかになったので,来年度はしめくくりと

して,これらの事実を基礎として妊産婦死亡の減少対策を具体的なもの(たとえば,産科医

療の第一線にある関係者のための手引き)にまとめてみたい。 


